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①学会発表（口演） 

国内学会 

2024.5.29-6.1 

第 65回 日本神経学会学術大会 （東京） 

1) 平佑貴、柚木太淳、中野由美子、松岡千加、小坂田陽介、河野智仁、 

武本麻美、森原隆太、山下徹、石浦浩之 



当科で経験した遺伝性プリオン病症例の検討 

 

2) 森原隆太、野村恵美、柚木太淳、中野由美子、武本麻美、山下徹、 

石浦浩之 

CBDの臨床徴候を示した症例の Armstrong基準の適応の結果 

 

3) Yamashita T, Nakano Y, Sasaki R, Tadokoro K, Omote Y, Yunoki T, 

Kawahara Y, Matsumoto N, Taira Y,Matsuoka C,Morihara R, Abe K. 

Safety and Clinical Effects of Muse Cells in Patients with ALS. 

 

2024.6.22 

第 115 回 日本神経学会中国・四国地方会 （島根） 

4) 小坂田陽介、松岡千加、中田有美、佐々木諒、中野由美子、柚木太淳、 

武本麻美、森原隆太、山下徹、石浦浩之 

ATXN2 遺伝子の CAGリピートをホモ接合性に有し同胞と臨床病型が 

異なりパーキンソニズムと痙性を呈した症例 

 

5) 越智俊樹、佐藤恒太、岡本美由紀、佐藤達哉、久保智司、寺澤由佳、 

松岡千加、石浦浩之 

緩徐進行性の小脳失調症を認め head impulse test が臨床診断に有用であ

っ た CANVAS (cerebellar ataxia, neuropathy, and vestibular areflexia 

syndrome)の一例 

 

6) 柚木太淳、松岡千加、小坂田陽介、中野由美子、武本麻美、森原隆太、 

山下徹、石浦浩之 

当院における 2家系の SCAR8 の検討 

 

2024.10.19 

第 6回 日本脳サプリメント学会学術集会 （高崎） 

7) 福井裕介、田所功、濵田南希、麻田恭一、立木秀尚、 森原隆太、阿部康二、

山下徹 

選択反応モニタリング法を用いたアルツハイマー病のバイオマーカー

の確立 
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Spearmint extract Neumentix promotes the phagocytosis of Aβ by microglia in 



APP23 mice. 
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第 67回 日本脳循環代謝学会学術集会 （富山） 

9) 福井裕介、森原隆太、胡欣冉、石浦浩之、山下徹 

ダイレクトリプログラミングによる脳梗塞モデルマウスの海馬神経細

胞と認知機能の再生 
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Yamashita T. 

A mouse model showing subcortical infarcts with dementia. 

(It was oral presentation.) 

 

2024.11.16 

第 116 回 日本神経学会中国・四国地方会 （鳥取） 

11) 石田将大、小坂田陽介、池上憲、森原隆太、柚木太淳、武本麻美、山下徹、

石浦浩之 

反復する急性四肢脱力発作を呈し、F 波の潜時延長から近位部に障害の

強い CIDP と診断した一例 
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武本麻美、山下徹、石浦浩之 

ホスレボドパ・ホスカルビドパ水和物持続皮下注療法の導入中に

nasogastric tube syndromeによる両側声帯開大不全を呈した一例 

 

13) 樹下明典、森原隆太、河野智仁、平佑貴、池上憲、小坂田陽介、武本麻美、

柚木太淳、山下徹、石浦浩之 

エドロホニウム試験で呼吸機能の改善が認められた呼吸筋先行型筋萎

縮性側索硬化症の一例 

 

14) 武久康、藤井総一郎、新谷大悟、池上憲、森原隆太、石浦浩之、小林宏紀 

脳幹病変で再発したびまん性大細胞型 B 細胞性リンパ腫（DLBCL）の

60歳男性例 

 

②シンポジウム・招待講演・特別講演  



国際学会 

2024.3.16 

The 22nd “Takamatsu” International Symposium for PD & MD in Tokyo （東京、日

本） 

1) Ishiura H 

Gene-based PD drug development 

 

2024.5.29-6.1 

第 65 回 日本神経学会学術大会 AOCN2024 第 19 回 アジア・オセアニア神経

学会議 （東京、日本） 

2) Ishiura H 

Genetics of oculopharyngodistal myopathy 

 

3) Ishiura H 

Clinical characteristics and genetics of benign adult familial myoclonus epilepsy 

 

2024.6.15-16 

16nd Pan Pacific Symposium on Stem Cells Research 2024 （花蓮、台湾） 

4) Yamashita T 

Safety and Clinical Effects of Muse Cells in Patients with ALS 

 

2024.9.14 

Joint Conference of the 22nd Annual Meeting of Asian and Oceanian Myology Center and 

the 10th Annual Meeting of Japan Muscle Society （奈良、日本） 

5) Ishiura H 

Noncoding repeat expansions in OPDM and related disorders and their 

mechanisms 

 

2024.9.28 

Asia Pacific Stroke Conference 2024 （アデレード、オーストラリア） 

6) Yamashita T 

Light and Shadow of Anti-Aβ Antibody Therapy 

 

7) Yamashita T 

Post-stroke cognitive impairment - Epidemiology and types 

 



2024.9.30 

International Congress of Parkinson’s Disease and Movement Disorders 2024 （フィ

ラデルフィア、アメリカ） 

8) Ishiura H 

Update on FCMTE/BAFME 

 

国内学会 

2024.2.17 

第 4回 国際化粧療法医学会 ＜特別講演＞（WEB） 

1) 山下徹 

化粧療法は認知症に有効なのか？ 

 

2024.4.14 

第 1回 日本再生医療抗加齢学会 

2) 山下徹 

ALS 患者に対する新たな幹細胞（Muse細胞）を用いた治療法の開発 

 

2024.4.21 

日本認知症予防学会 第 14回 認知症予防専門医教育セミナー（WEB） 

3) 森原隆太 

認知症の画像診断 

 

2024.5.29-6.1 

第 65回 日本神経学会学術大会 ＜シンポジウム＞（東京） 

「脳死判定・臓器移植における脳神経内科医の役割」 

4) 山下徹 

岡山大学病院で臓器提供がなぜ多いのか？  

 

2024.7.20-21 

第 14回 日本脳血管・認知症学会 ＜シンポジウム＞（岐阜） 

5) 森原隆太、小坂田陽介、角田慶一郎、久我純弘、阿部康二、大西英之、 

石浦浩之、山下徹 

血管内治療後の認知機能の転帰の検討 

 

6) 山下徹 

抗 Aβ 抗体療法の光と影 ～レカネマブ投与後の ARIA に対する知見～ 



 

2024.9.1 

第 36回 日本脳死・脳蘇生学会総会・学術集会 ＜シンポジウム＞（東京） 

7) 山下徹 

岡山大学病院の取り組み 

 

2024.9.27-29 

第 13回 日本認知症予防学会 ＜シンポジウム＞（横浜） 

8) 森原隆太 

MCIに対する治療研究 

 

9) 森原隆太 

プラスマローゲンの認知症予防効果 

 

2024.10.12 

第 46回 日本高血圧学会総会 ＜シンポジウム＞（福岡） 

10) 山下徹 

動物モデルから迫る認知症の謎～なぜ海馬は脆弱なのか～ 

 

③学会発表（ポスター） 

国際学会 
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The 35th International Symposium on ALS/MND （モントリオール、カナダ） 

1) Nakamura R, Tohnai G, Atsuta N, Matsuda Y, Morimoto S, Ito D, Katsuno M, Izumi 

Y, Morita M, Iwata I, Yabe I, Nakazato T, Hattori N, Hirayama T, Kano O, Tamura A, 

Suzuki N, Aoki M, Shibuya K, Kuwabara S, Oda M, Hashimoto R, Aiba I, Ishihara T, 

Onodera O, Yamashita T, Ishiura H, Bokuda K, Shimizu T, Ikeda Y, Hasegawa K, 

Tanaka F, Yokota T, Kanai K, Noto Y, Kaji R, Niwa J, Doyu M, Okada Y, Okano H, 

Nakatochi M, Sobue G, on behalf of the Japanese Consortium for Amyotrophic Lateral 

Sclerosis research (JaCALS) study group. 

Genetic modifier of age at onset in Japanese patients with amyotrophic lateral 

sclerosis. 

 

国内学会 

2024.5.29-6.1 



第 65回 日本神経学会学術大会 （東京） 

1) 小坂田陽介、森原隆太、角田慶一郎、久我純弘、阿部康二、大西英之 

石浦浩之、山下 徹 

脳血栓回収療法による post-stroke dementia への影響の検討 
 

2) 河野智仁、柚木太淳、成瀬紘也、中野由美子、平佑貴、松岡千加、 

小坂田陽介、野村恵美、武本麻美、森原隆太、山下徹、石浦浩之 

TARDBP 遺伝子変異を認めた家族性 ALS の家系の 3 症例の臨床経過の

検討 

 

3) 武本麻美、林倖生、原直、阿部匡伸、山下徹 

インソール型圧力センサを用いたパーキンソン病重症度推定 

 

4) 柚木太淳、河野智仁、平佑貴、小坂田陽介、中野由美子、武本麻美、 

森原隆太、山下徹、石浦浩之 

当院における髄液 IL-6高値患者の検討 

 

5) Matsuoka C, Yamashita T, Morihara R, Fukui Y, Takahashi Y, Mazusawa H, 

Yunoki T, Nakano Y, Takemoto M, Nomura E, Osakada Y, Taira Y, Kawano T, 

Ishiura H. 

The genetic analysis and clinical manifestations in one family with the diagnosis 

of CANVAS. 

 

2024.7.20-21 

第 14回 日本脳血管・認知症学会総会 （岐阜） 

6) Bian Y, Fukui Y, Morihara R, Ishiura H, Yamashita T. 

Mislocalized TAR DNA-binding protein-43 in mice stroke model. 

 

2024.11.21-23 

第 43回 日本認知症学会学術集会 （福島） 

7) 森原隆太、小坂田陽介、池上憲、平祐貴、石田将大、樹下明典、柚木太淳、

武本麻美、野村恵美、河野智仁、松岡千加、山下徹、加藤芙美乃、深野智華、

平沢晃、石浦浩之 

レカネマブ治療に伴う APOE遺伝子型検査の実際 

 

④国内研究会 



2024.1.28 

YOKOHAMA遺伝カンファランス 2024 

1) 石浦浩之 

神経筋疾患の遺伝医療の進歩 

 

2024.3.17 

第 27回 岡山県通所リハビリテーション研究大会 教育講演 

2) 石浦浩之 

認知症診療の進歩と認知症基本法に期待されること 

 

2024.4.15 

第 1回 ゲノム症例検討会 

3) 松岡千加 

ベッカー型筋ジストロフィー 

MELAS 

 

2024.7.3 

第 23回 岡山脳卒中研究会 

4) 石浦浩之 

脳卒中・心臓病等総合支援センターモデル事業について 

 

2024.8.3 

第 67回 神経内科懇話会（web） 

5) 石浦浩之 

遺伝子配列をどう読んでどう理解するか 

 

2024.8.24 

第 16回 山陽 Neuro Muscular Forum 

6) 石田将大、平佑貴、佐藤恒太、樹下明典、小坂田陽介、池上憲、森原隆太、

柚木太淳、武本麻美、山下徹、石浦浩之 

3か月の経過で筋力低下が急激に進行したCharcot–Marie–Tooth病の家族

歴のある 1例 

 

2024.8.28 

第 83回 医学系技術課 鹿田研修会 

7) 山下徹 



＜特別講演＞ 「筋萎縮性側索硬化症（ALS）の最新トピックス」 

 

2024.9.11 

第 49回 岡山脳研究セミナー 

8) 河野智仁、山下徹、石田将大、樹下明典、松岡千加、平佑貴、 

小坂田陽介、池上憲、福井裕介、柚木太淳、武本麻美、森原隆太、石浦浩之 

岡山大学病院における家族性筋萎縮性側索硬化症の遺伝的背景 

 

2024.11.24 

神経領域 CGC 研究会主催セミナー 

9) 石浦浩之 

アルツハイマー病患者へのレケンビ投与に際しての APOE 遺伝学的検

査を考える 

 

⑤講演会・研修会  

2024.2.8 

興和株式会社 社内研修 

1) 森原隆太 

認知症 

 

2024.2.8 

第 7回 岡山県難病診療連携拠点病院研修会 

2) 山下徹 

今知っておいてほしい認知症の最新治療 

 

2024.3.2 

冲中記念成人病研究所発表会 

3) 石浦浩之 

白質ジストロフィー・白質脳症の病態解析研究 

 

2024.3.12 

岡山大学医歯薬総合研究科プレゼンテーション 

4) 石浦浩之 

脳神経内科の紹介 

 



2024.3.30 

2023年度 岡山大学病院認知症疾患医療センター 市民公開講座 

5) 山下徹 

新しい抗体療法への期待 

 

2024.4.26 

和気医師会講演会 

6) 森原隆太 

アルツハイマー病の病態メカニズムと新規治療 

 

2024.5.16 

第 194回 岡山旭東病院 地域連携カンファレンス 

7) 森原隆太 

アルツハイマー病の病態と新しい治療法 

 

2024.9.25 

西大寺医師会講演会 

8) 森原隆太 

アルツハイマー病の病態メカニズムと新規治療法（当院での治療の実際） 

 

2024.10.3 

岡山市内医師会連合会（岡医連）かかりつけ医認知症対応力向上研修会 

9) 山下徹 

アルツハイマー病に対する抗体療法 

 

2024.10.20 

岡山県理学療法士会 令和 6年度卒後研修会 

10) 森原隆太 

ALS、パーキンソン病、脊髄小脳変性症の病態・症状・診断・治療 

 

2024.11.17 

鶴翔会山口支部講演会 ＜特別講演＞ 

11) 石浦浩之 

ゲノム解析が拓く神経学 

 

2024.12.9 



6内科合同講演会 

12) 柚木太淳 

神経疾患を疑いエクソーム解析を行った結果診断された 

先天性胆汁酸代謝異常症の 1例 

 

2024.12.19 

かかりつけ医認知症対応力向上研修会 

13) 森原隆太 

認知症に対する治療 

 

⑥国内セミナー 

2024.2.2 

神経内科 Leaders Conference （名古屋） 

1) 石浦浩之 

脳神経内科における遺伝医療 

 

2024.2.17 

第 18回 日本てんかん学会中国・四国地方会 （岡山）スポンサードセミナー 

2) 石浦浩之 

「良性成人型家族性ミオクローヌスてんかん（BAFME）―発見から病態

解明への道程」遺伝子発見と病態 

 

2024.3.27 

NEXT Collaboration in Okayama （岡山） 

3) 小坂田陽介 

振戦に対する薬物療法の検討 

 

2024.6.17 

DAT診療 Update Seminar （岡山） 

4) 小坂田陽介、柚木太淳、森原隆太、平佑貴、池上憲、樹下明典、石田将大、 

河野智仁、松岡千加、柚木太淳、武本麻美、山下徹、石浦浩之 

ヴィアレブ導入後に精神症状が悪化し最終的に気管切開をも要した一

例 

 

2024.6.24 



これからの片頭痛治療を考える （福山） 

5) 石浦浩之 

片頭痛診療 Up to date と地域連携 

 

2024.7.23 

AD network conference 

6) 森原隆太 

アルツハイマー病の最新治療 

 

2024.7.23 

第 8回 ラジカット ALS 連携の会 （山口） 

7) 山下徹 

ALS に対する脳脊髄保護療法 

 

2024.7.26 

赤磐医師会学術講演会 （岡山） 

8) 山下徹 

新たなステージを迎えたアルツハイマー病の診断・治療 

 

2024.9.18 

第 25回 岡山スリースライドカンファレンス （岡山） 

9) 小坂田陽介、松岡千加、中田有美、佐々木諒、中野由美子、柚木太淳、 

武本麻美、森原隆太、山下徹、石浦浩之 

ATXN2 遺伝子のCAGリピートをホモ接合性に有し同胞と臨床病型が異

なりパーキンソニズムと痙性を呈した症例  

 

10) 森原隆太、野村恵美、小坂田陽介、柚木太淳、武本麻美、山下徹、石浦浩之 

CBDの臨床徴候を示した症例の Armstrong基準の適応の結果 

 

2024.11.9 

第 42回 日本神経治療学会学術集会 （幕張）＜ランチョンセミナー＞ 

11) 山下徹 

ALS の早期診断・早期治療の重要性 

 

2024.11.14 

岡山脳神経内科カンファレンス 



12) 柚木太淳 

当院における多発性硬化症治療の現状 

 

2024.11.23 

Neuro rescue meeting （岡山） 

13) 小坂田陽介、森原隆太、柚木太淳、胡欣冉、野島蒼也、福井祐介、平佑貴、

池上憲、樹下明典、石田将大、河野智仁、松岡千加、武本麻美、山下徹、 

石浦浩之 

当科における NIID の診断の実際～皮膚病理と遺伝子検査を用いた同定

～ 

 

14) 石浦浩之 

脳神経内科診療における諸問題、特に遺伝学的諸問題を解決するための

様々な手法の開発経験ならびにそれに影響を及ぼす環境因子について

の研究報告 

 

2024.11.28 

高知神経内科研究会特別講演会 

15) 石浦浩之 

リピート伸長病の最新の進歩 

 

⑦受賞・財団からの研究費 

1) 第 46回 両備檉園記念財団 生物学研究奨励賞 

海馬血管密度維持による神経発生微小環境の整備とダイレクトリプロ

グラミングによる神経細胞誘導 

研究代表者 福井裕介 

 

2) 第 46回 両備檉園記念財団 生物学研究奨励賞 

筋萎縮性側索硬化症と前頭側頭葉変性症を引き起こす FUS 相分離異常

の解明 

研究代表者 森原隆太 

 

⑧公的研究費 

1) 文部科学省科学研究費 基盤 B) (23H02823) 



最先端ゲノム解析技術を用いた神経筋変性疾患の病態解明・治療法開発

研究 

研究代表者 石浦浩之 

 

2) 文部科学省科学研究費 基盤 C) (23H02823) 

in vivo ダイレクトリプログラミング法を用いた新規認知症治療法の総

合的開発 

研究代表者 山下徹 

 

3) 文部科学省科学研究費 基盤 C) (23K14290) 

ALS と FTLDにおいて FUS 相分離異常を来す因子の解明 

 研究代表者 森原隆太 

 

4) 文部科学省科学研究費 基盤 C) (24K14748) 

海馬 neurogenic niche の環境整備とダイレクトリプログラミングによる

認知機能再生 

研究代表者 福井裕介 

 

5) 文部科学省科学研究費 研究活動スタート支援 

エピジェネティックな若返りによる ALS マウス治療と、次世代シーケ

ンサー解析 

  研究代表者 平佑貴 

 

6) 厚生労働省行政推進調査事業費補助金 

プリオン病のサーベイランスと感染予防に関する調査研究 

研究分担者 石浦浩之 

 

7) 厚生労働省行政推進調査事業費補助金 

スモンに関する調査研究 

研究分担者 山下徹 

 

8) 厚生労働省科学研究費補助金 

運動失調症の医療水準、患者 QOLの向上に資する研究 

研究分担者 石浦浩之 

 

9) 日本医療研究開発機構 



神経難病の早期特定を実現する革新的ゲノム解析研究     

 研究開発分担者 石浦浩之 

 

10) 日本医療研究開発機構 

病的バリアントを有する遺伝性認知症を対象としたコホート構築によ

る病態解明、バイオマーカー開発、治験促進 

研究開発分担者 石浦浩之 

 

11) 日本医療研究開発機構 

表情から認知症を判別するアプリの開発研究 

 研究開発分担者 石浦浩之 

 

⑨班会議報告・報告書 

厚生労働省科学研究費補助金 難治性疾患等政策研究事業 

プリオン病及び遅発性ウイルス感染症に関する調査研究班 

厚生労働省科学研究費補助金 難治性疾患等政策研究事業 

プリオン病のサーベイランスと感染予防に関する調査研究班 

令和 5年度 合同研究報告会 2024.1.15-16 

1) 石浦浩之、武本麻美、山下徹、柚木太淳 

2023 年度中国四国地区におけるプリオン病サーベイランス状況 

 

2) 塚本忠、水澤英洋、高尾昌樹、三條伸夫、矢部一郎、青木正志、小野寺

理、田中章景、道勇学、望月秀樹、石浦浩之、磯部紀子、村井弘之、佐藤

克也、北本哲之、阿江竜介、村山繁雄、黒岩義之、齊藤延人、太組一朗、

金谷泰宏、田村智英子、山田正仁 

プリオン病サーベイランスの諸問題：調査未終了症例と剖検率減少の

対策 

 

3) 水澤英洋、塚本忠、高尾昌樹、齊藤延人、北本哲之、阿江竜介、金谷泰

宏、原田雅史、佐藤克也、村山繁雄、太組一朗、矢部一郎、青木正志、小

野寺理、三條伸夫、村井弘之、田中章景、濵口毅、道勇学、望月秀樹、石

浦浩之、磯部紀子、黒岩義之、田村智英子、高橋良輔、山田正仁 

プリオン病のサーベイランスに関する調査研究：自然歴調査と診断基

準のアップデート 

 



厚生労働省科学研究費補助金 難治性疾患等政策研究事業 

運動失調症の医療水準、患者 QOLの向上に資する研究班 

2023年度研究報告会 2024.1.18-19 

4) 石浦浩之、松岡千加、山下徹、高橋祐二、水澤英洋、高紀信、瀧山嘉久、 

辻省次、戸田達史 

CANVAS の診断に至った一家系における遺伝学的解析 

 

厚生労働行政推進調査事業費補助金（難治性疾患政策研究事業）  

プリオン病のサーベイランスと感染予防に関する調査研究班 

班会議 2024.2.8-2.9 

令和 5年度 第 2 回 サーベイランス・JACOP 運営委員会/全国担当者会議 

9ブロック（中国四国地方）サーベイランス委員（調査票整理、班会議発表担当） 

5) 石浦浩之、武本麻美 

 

AMED神経難病の早期特定を実現する革新的ゲノム解析研究 

令和 5年度 第 2 回 班会議 2024.3.11 

6) 石浦浩之、山下徹、松岡千加、中野由美子 

高感度で網羅的な革新的伸長リピート検出方法の開発研究 

トランスクリプトーム解析に基づく病原性変異の革新的検出方法の開

発研究 

 

厚生労働行政推進調査事業費補助金（難治性疾患政策研究事業）  

プリオン病のサーベイランスと感染予防に関する調査研究班 

班会議 2024.9.5-9.6 

令和 6年度 第 1 回 サーベイランス・JACOP 運営委員会/全国担当者会議 

9ブロック（中国四国地方）サーベイランス委員（調査票整理、班会議発表担当） 

7) 石浦浩之、武本麻美 

 

厚生労働科学研究費補助金 疾病・障害対策研究分野 難治性疾患政策研究 

我が国における神経核内封入体病の実態調査および、 診療ガイドライン作成

に向けた調査研究 

令和 6年度 班会議 2024.12.2 

8) 石浦浩之 

当院で経験した NIID 症例と NIID 検査体制の構築 

 

⑩出版物 



1) 石浦浩之  

難病のゲノム医療  

 基礎から学ぶゲノム医療（2024） （平沢晃編, 第 4章, pp50–61, 羊土社） 

 

2) 山下徹 

痙性対麻痺 

『脳神経内科レビュー 2024-`25』（総合医学社, pp. 146–151） 

 

3) 山下徹   

脳保護薬 

『Brain Nursing 2024 vol.40 no 3 脳神経疾患の治療を理解できる』 

（編集：平野照之先生, メディカ出版, pp. 36－37） 

 

⑪新聞等報道 

なし 

 

⑫大学非常勤講師 

2024.6.15 

1) 石浦浩之 

岡山大学教養 ゲノム医療入門 講義 （岡山） 

難病のゲノム医療 

 

2024.11.1 

2) 石浦浩之 

お茶の水女子大学遺伝カウンセリングコース講義 

遺伝性神経筋疾患の遺伝カウンセリング 

 

岡山医療専門職大学 

3) 山下徹、森原隆太、武本麻美、柚木太淳、小坂田陽介、河野智仁 

 

⑬その他の活動 

2024.6.7 

1) 樹下明典 



令和 6年度岡山県難病医療福祉相談会 

津山市 美作保健所診療棟 

 

2024.9.5 

2) 石浦浩之 

岡山健康講座 

認知症の診断と新しい治療法 

 

2024.9.5 

3) 小坂田陽介 

令和 6年度岡山県難病医療福祉相談会 

瀬戸内市 瀬戸内市中央公民館 

 

2024.9.30 

4) 河野智仁 

令和 6年度岡山県難病医療福祉相談会 

真庭市 落合総合センター 

 

2024.10.8 

5) 柚木太淳 

令和 6年度岡山県難病医療福祉相談会 

赤磐市 赤坂健康管理センター 

 

2024.10.21 

6) 山下徹 

令和 6年度岡山県難病医療福祉相談会 

美作市 美作保健所勝英支所 

 

2024.10.25 

7) 森原隆太 

令和 6年度岡山県難病医療福祉相談会 

和気町 備前保健所東備支所 

 

2024.10.29 

8) 平佑貴 

令和 6年度岡山県難病医療福祉相談会 



玉野市 玉野市すこやかセンター 

 

2024.11.7 

9) 武本麻美 

令和 6年度岡山県難病医療福祉相談会 

吉備中央町 ロマン高原かよう総合会館 


